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特
集
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
８
」
レ
ポ
ー
ト

「スマートエネルギーWeek2018」に見る〝ポストFIT〟の新エネ産業
3日間・8展示会合計6万4,000人あまりが東京ビッグサイトに集結

世
界
最
大
級
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
関
連

総
合
展
示
会
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ
２
０
１
８
」
が
、
２
月
28
日

（
水
）
か
ら
３
月
２
日
（
金
）
の
３
日

間
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
。
主
催
者
の
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
に
よ
れ
ば
、
世
界
33
カ
国
か
ら

１
５
８
０
社
が
出
展
し
、
会
期
中
６
万
４

３
９
９
人
が
来
場
し
た
。

こ
れ
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
同
展

示
会
。
今
回
は
、
ポ
ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
見
据

え
た
「
自
家
消
費
」
の
気
運
を
反
映
し
、

Ｐ
Ｖ
設
置
に
合
わ
せ
た
蓄
電
池
導
入
や
Ｅ

Ｖ
連
携
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
電
力
一
元
管

理
、
蓄
電
池
や
Ｅ
Ｖ
に
関
す
る
最
新
技

術
、
さ
ら
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
水
素
・
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
、

大
勢
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

同
時
開
催
さ
れ
た
専
門
技
術
セ
ミ
ナ
ー

に
は
、
３
日
間
で
１
万
６
０
７
８
人
が
受

講
し
た
。
特
別
基
調
講
演
に
は
経
済
産
業

省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
の
髙
科
淳
氏
を
皮
切

り
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
（
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
）
筆
頭
副

次
官
補
の
ダ
ニ
エ
ル
・
サ
イ
モ
ン
氏
な
ど

専
門
展
示
会
ご
と
に
各
界
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
に
よ
る
国
際
色
豊
か
な
講
演
が
続
い
た
。

再
エ
ネ
の
市
場
は
、
目
前
の
２
０
１
９

年
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
各
ブ
ー
ス
を
回
る
と
、
ト
ッ
プ

自
身
が
再
エ
ネ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 PVエキスポ会場の様子

自走式木材破砕機MC-2000VA

ニチボウの製品は二次電池分野はもとよ
り、配電盤や生産設備での採用事例も多い

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
用
い
る

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
◀

陳曄代表取締役社長

メーカー 9社によるプレゼンテ
ーションは毎日2回開催された

再エネの利活用を目的とした、水素製造システム
構築と販売を手掛ける巴商会のブース

手前が「ウインドキューブ３Ｄ」、
左が「ウインドキューブ」

一体型太陽光発電システムで知られる
Wave Energyのブース

小寺直人常務取締役

バ
イ
オ
マ
ス
で
は
燃
料
調
達

ま
で
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
点
も
魅
力
的
だ
◀

太陽光では農地法申請からサポ
ートするソーラーシェアリング
も注目されていた

諸　
岡

Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ン
タ
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ニ
チ
ボ
ウ

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ 

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

巴
商
会

英
弘
精
機

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー

ア
ン
フ
ィ
ニ

翔
栄
ク
リ
エ
イ
ト

不
整
地
で
活
躍
す
る
ゴ
ム

ク
ロ
ー
ラ
で
名
高
い
環
境
機

械
メ
ー
カ
ー
の
諸
岡
（
茨
城

県
龍
ケ
崎
市
）
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
展
及
び
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
施
工
展
に
出
展

し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
展
に
展

示
し
た
自
走
式
木
材
破
砕
機

Ｍ
Ｃ
２
０
０
０
Ｖ
Ａ
は
ゴ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
合
企
業

の
ア
ン
フ
ィ
ニ
は
、
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
高

品
質
な
モ
ノ
づ
く
り
に
徹
す

る
こ
だ
わ
り
を
、
来
場
者
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

同
社
が
目
指
す
の
は
、
品

質
に
作
り
手
の
真
心
を
込
め

て
、
客
先
で
長
期
間
活
躍
で

き
る
製
品
を
提
供
す
る
こ

と
。
再
エ
ネ
に
対
す
る
思
い

が
強
い
福
島
工
場
ス
タ
ッ
フ

の
写
真
を
展
示
し
、「
福
島

プ
ラ
イ
ド
」
で
、
歩
留
ま
り

０
・
０
５
㌫
以
下
の
実
績
を

紹
介
し
た
。

ブ
ー
ス
正
面
で
は
、
同
工

場
で
開
発
を
進
め
る
「
雪
国

対
応
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
通
電

し
て
展
示
。
パ
ネ
ル
に
触
っ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
施

工
展
、
国
際
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
展
に
出
展
し
た
翔
栄
ク
リ

エ
イ
ト
。
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
施
工
展
の
ブ
ー
ス
で

は
、
同
社
の
開
発
案
件
を
多

数
紹
介
。
分
散
型
パ
ワ
コ
ン

シ
ス
テ
ム
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
で
あ
る
同
社
。
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
土
地
面

積
あ
た
り
の
発
電
量
を
向
上

で
き
る
の
が
強
み
だ
。

騒
音
が
少
な
く
、
経
済
的
。

ど
ん
な
場
所
へ
も
路
面
を
傷

め
ず
侵
入
で
き
、
生
木
、
枝

葉
、
建
築
廃
材
な
ど
の
木
材

か
ら
竹
や
草
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ま
で
破
砕
処
理
が
可
能
だ
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
施
工
展
で
は
、
発
電
所

建
設
、
管
理
に
欠
か
せ
な
い

ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
式
フ
ォ
ー
ク

て
、
融
雪
温
度
を
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
蓄
電
池
ブ
ラ
ン

ド
「
ジ
ャ
パ
ン
バ
ッ
テ
リ

ー
」
第
一
弾
と
な
る
蓄
電
容

量
４
・
０
㌗
時
の
蓄
電
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
も
紹

介
。
参
考
出
品
と
し
て
、
開

発
中
の
パ
ワ
コ
ン
一
体
型
蓄

電
シ
ス
テ
ム
も
展
示
し
た
。

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

中
心
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総

合
企
業
と
し
て
の
幅
広
い
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
大

勢
の
来
場
者
か
ら
関
心
を
集

め
て
い
た
。

ま
た
国
際
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
展
の
ブ
ー
ス
で
ア
ピ
ー
ル

し
た
の
は
、
業
界
随
一
の
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
誇

リ
フ
ト
Ｍ
Ｄ
Ｆ-

20

と
、
Ｏ
＆
Ｍ
で
役
に

立
つ
リ
モ
コ
ン
草
刈

機
Ａ
ａ
ｇ
ｒ
ｉ
ａ
９

６
０
０
、
ス
イ
ン
グ

式
電
動
草
刈
機
Ｍ

Ｍ-

Ｅ
11
な
ど
を
展

示
、
不
整
地
が
多
い

発
電
所
の
建
設
や
管

理
に
活
躍
す
る
。

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ

ン
ト
。
２
㍋
㍗
設
備
で

11
・
99
億
円
、
20
㍋
㍗
設

備
で
59
・
９
億
円
の
う

え
、
商
業
運
転
開
始
ま
で

18
カ
月
と
い
う
短
納
期
。

低
コ
ス
ト
だ
が
焼
却
が
難

し
い
、
籾
殻
や
竹
を
燃
料

と
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

ク
ロ
ー
ラ
と
Ｈ
Ｓ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
で
振
動
・

電
源
不
要
の
自
動
消
火
シ

ス
テ
ム
「
フ
ァ
イ
ア
イ
レ
イ

ス
」
を
中
心
に
、
二
次
電
池

及
び
関
連
施
設
に
最
適
な
消

火
シ
ス
テ
ム
を
出
展
し
た
ニ

チ
ボ
ウ
の
ブ
ー
ス
。
二
次
電

池
の
研
究
開
発
拠
点
で
は
、

火
災
の
リ
ス
ク
管
理
の
た
め

同
社
製
の
消
火
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
例
が
多
い
と
い

自
社
で
設
計
・
施
工
し
運

営
す
る
「
新
砂
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」、
ま
た
開
発
し
た

低
コ
ス
ト
・
プ
レ
ク
ー
ラ
ー

に
つ
い
て
な
ど
、
水
素
に
関

す
る
展
示
を
行
っ
た
巴
商
会

の
ブ
ー
ス
。
入
口
脇
の
パ
ネ

ル
で
は
、
同
社
の
水
素
エ
ネ

イ
ス
チ
ュ
ー
ブ
」
に
は
、
来

場
者
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。

イ
レ
イ
ス
チ
ュ
ー
ブ
は
火

災
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
危

険
箇
所
に
設
置
し
、
局
所
的

に
消
火
す
る
た
め
の
装
置
。

１
平
方
㍍
未
満
を
防
護
区
画

と
し
、
火
災
や
被
害
の
拡
大

を
防
ぐ
。
熱
で
破
裂
す
る
特

介
。
低
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
て
、
再
エ
ネ
由
来
水
素
製

造
を
手
掛
け
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

特
に
来
場
者
か
ら
注
目
を

浴
び
て
い
た
の
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

用
燃
料
タ
ン
ク
向
け
Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
４
容
器
の
展
示
だ
。
韓
国

殊
樹
脂
チ
ュ
ー
ブ
に
詰

め
ら
れ
た
消
火
剤
が
、

火
災
発
生
時
に
噴
出
し

て
消
火
す
る
。

同
社
の
消
火
シ
ス
テ

ム
は
共
通
し
て
、
優
れ

た
電
気
絶
縁
性
を
有
す

る
人
と
環
境
に
も
優
し

い
消
火
剤
を
使
用
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
も
最
小
限

で
済
む
の
が
特
長
だ
。

ILJIN Composit

es

社
と
水
素
モ
ビ

リ
テ
ィ
向
け
燃
料

タ
ン
ク
と
し
て
国

内
向
け
に
導
入
を

図
っ
て
い
る
も
の

で
、
韓
国
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
使

用
さ
れ
た
実
績
が

あ
る
。
国
際
相
互

承
認
に
係
わ
る
Ｕ

Ｎ
Ｒ
認
証
を
取
得

し
、
国
内
販
売
を

行
っ
て
い
く
。

う
。
特
に
電
池
試
験

装
置
向
け
の
「
イ
レ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
将

来
の
取
組
み
を
紹

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー
は
ブ

ー
ス
で
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
／

産
業
向
け
多
結
晶
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
新
製
品
「SPLITMAX

」

を
発
表
し
た
。
ハ
ー
フ
カ
ッ

ト
セ
ル
を
採
用
し
セ
ル
内
部

の
発
電
ロ
ス
を
低
減
、
セ
ル

ス
ト
リ
ン
グ
ス
を
分
割
す
る

配
線
に
よ
り
影
の
影
響
を
受

け
難
い
設
計
が
特
徴
。
よ
り

大
き
な
発
電
量
で
収
益
性
の

向
上
に
貢
献
す
る
。

同
社
は
、
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ワ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
。

「
モ
ジ
ュ
ー
ル
＋
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
よ
る
「TrinaP

ro

」
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
。「TrinaPro

」

水
上
設
置
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

ブ
ー
ス
正
面
に
展
示
し
、
多

く
の
来
場
者
か
ら
注
目
を
集

め
た
。

「
土
地
が
限
ら
れ
て
い
る

日
本
で
、
新
た
な
発
電
所
を

作
る
た
め
に
水
上
利
用
は
有

効
。
競
争
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
新
し
い
市
場
の
モ
ジ
ュ

ー
ル
＋
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
開
発
し
て
い
く
」
と
陳
曄

社
長
は
話
し
た
。

ル
ギ
ー
と
小
規

模
発
電
ネ
ッ
ト

Ｎ
Ｔ
Ｔ
レ
ン
タ
ル
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
メ
ー
カ
ー

９
社
に
よ
る
製
品
紹
介
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
同
社
の
技
術
ブ
ロ
グ
で

商
品
の
比
較
、
選
び
方
を
詳

述
し
て
い
る
が
、
そ
の
９
社

が
集
結
し
た
。

お
客
様
の
お
困
り
事
を
解

決
し
て
、「
被
害
を
最
小
限

に
く
い
と
め
る
レ
ン
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
」
を
提
供
す
る
こ
と

が
Ｒ
Ｅ
Ｃ
バ
リ
ュ
ー
。
メ
ー

カ
ー
と
の
パ
イ
プ
力
を
活
か

し
て
、
お
客
様
の
機
器
選
択

サ
ポ
ー
ト
も
、
プ
ロ
の
役
割

と
考
え
る
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

聞
い
た
来
場
者
は
、
展
示
し
て

あ
る
各
社
の
最
新
機
器
を
見

て
確
認
し
て
い
た
。
使
い
方
の

相
談
も
多
く
あ
っ
た
と
言
う
。

「
太
陽
光
発
電
分
野
で
測

定
器
レ
ン
タ
ル
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ

て
い
な
い
。
Ｒ
Ｅ
Ｃ
バ
リ
ュ

ー
な
ら
で
は
の
レ
ン
タ
ル
の

効
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
充

実
し
て
い
る
の
で
、
何
な
り

と
ご
相
談
頂
き
た
い
」
と
松

田
淳
社
長
は
語
っ
た
。

英
弘
精
機
は
風
況
観
測
用

ド
ッ
プ
ラ
ー
ラ
イ
ダ
ー
「
ウ

イ
ン
ド
キ
ュ
ー
ブ
」、
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

「
ウ
イ
ン
ド
キ
ュ
ー
ブ
３

Ｄ
」
を
実
機
展
示
。
ウ
イ
ン

ド
キ
ュ
ー
ブ
は
２
０
０
㍍
上

空
の
風
況
を
計
測
で
き
る
ド

ッ
プ
ラ
ー
ラ
イ
ダ
ー
。
ま

た
、
ウ
イ
ン
ド
キ
ュ
ー
ブ
３

Ｄ
は
装
置
上
部
の
ス
キ
ャ
ン

ヘ
ッ
ド
が
方
位
角
３
６
０

度
、
仰
角
１
９
０
度
で
可
動

し
、
半
径
14
㌔
㍍
の
半
球
状

に
風
況
を
観

測
で
き
る
。

ウ
イ
ン
ド

キ
ュ
ー
ブ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
風
力
電
力

向
け
市
場
で

10
年
以
上
の

販
売
実
績
が
あ
る
た
め
、
観

測
し
た
風
況
デ
ー
タ
と
発
電

量
と
の
相
関
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
融
資
の
判
断
材
料
を

提
示
で
き
る
「
バ
ン
カ
ブ

ル
」
な
機
器
と
し
て
定
評
が

あ
る
。
ま
だ
国
内
で
は
風
況

マ
ス
ト
設
置
の
た
め
の
調
査

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い

そ
う
だ
が
、
そ
の
精
度
の
高

さ
は
折
り
紙
付
き
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ 

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ

ｙ
は
新
製
品
の
２
㌧
車
で
搬

ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
設
置

面
積
を
ス
リ
ム
化
し
た

特
高
・
高
圧
向
け
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ 

Ｍ
Ｅ
Ｇ

Ａ
」、
国
内
初
の
Ｄ
Ｃ

１
５
０
０
㌾
接
続
箱

「
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｒ 

Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
な
ど
、
各
種
製
品

を
実
機
展
示
。
加
え
て

Ｓ
Ｍ
Ａ
と
の
協
業
も
発

表
す
る
な
ど
、
話
題
に
事
欠

か
な
い
ブ
ー
ス
と
な
っ
て
い

た
。ま

た
、
出
展
社
セ
ミ
ナ
ー

に
登
壇
し
た
本
家
副
社
長

は
、
工
場
な
ど
に
設
置
す
る

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
解
説
。

施
設
の
消
費
電
力
の
デ
ー
タ

が
あ
れ
ば
、
同
社
の
持
つ
近

隣
の
発
電
所
の
デ
ー
タ
な
ど

を
基
に
、
適
切
な
太
陽
光
発

電
と
蓄
電
池
の
容
量
を
計
算

し
た
シ
ス
テ
ム
を
提
供
で
き

る
と
い
う
。

入
可
能
な
架

台
下
パ
ワ
コ


